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第 6章 プロジェクトの妥当性の検証 

6-1 プロジェクトの効果と妥当性 

本フォローアップ・プロジェクトでは調査段階で緊急対策として水産複合棟及びベンダー

ズ・アーケードの建物基礎の洗掘や不等沈下を防護する対策を実施し、その効果と評価を把握

したうえで、中期対策の検討及び長期対策案の提言を実施した。 

本調査開始時には海岸汀線が大きく後退していたが、ハリケーン・トーマスによる河川流下

土砂の堆積が海浜の回復を促していることが深浅測量調査によって明らかとなり、さらに、汀

線が 2011 年 9 月の深浅測量時の汀線から、今後 10 年程度かけて 10m 程度前進することが予測

されている。 

フォローアップ・プロジェクトの本体工では中期対策として、短期対策で実施した水産施設

の建物の洗掘・不等沈下防止対策を強化するとともに、短期対策で実施した捨石工が漁民によ

る南北間の移動阻害や砂浜景観の阻害を生じさせていた点を解消させている。表 6-1-1 は施設

に対する中期対策検討上の課題と対応結果を整理している。したがって、中期対策本体工の実

施により、中期対策案検討の目的である「短期対策を補修・補強し建物基礎の洗掘・不当沈下

などを防護するとともに、砂浜環境の一部回復を図る」ことは解消できる。したがって、中期

対策は妥当であると判断できる。 

表 6-1-1 施設に対する中期対策検討上の課題と対応結果 

施設名 中期対策上の課題 対応結果 

桟橋及び 

付帯設備 

①排水溝出口対策 ①排出溝出口に敷設済みの捨石

を覆砂工が被覆し露出状態は

解消 

アーケード ①冬季の長周期のうねりによる

遡上波の影響軽減 

②漁船引き揚げ機能のための後

浜幅の確保 

③30 年確率波遡上時のアーケー

ド基礎洗掘の防止 

④砂浜環境の回復 

①年数回波の遡上高以上の後浜

を整備することで軽減 

②覆砂工により後浜幅が 5m程度

確保される 

③捨石敷設で洗掘防止 

④覆砂工により砂浜形成 

水産複合棟 ①冬季の長周期のうねりによる

遡上波の影響軽減 

②30 年確率波遡上時の水産複合

棟基礎洗掘の防止 

③砂浜環境の回復 

④南北移動の確保 

①捨石先端部の補強による消波

機能による軽減 

②建物基部の捨石工による防護 

③埋戻しによる砂浜の回復 

④砂浜の回復により移動性確保 

漁具倉庫 

I及び II 

①冬季の長周期のうねりによる

遡上波の影響軽減 

①フェンス前の捨石敷設と覆土

により洗掘等の防護 

ワークショップ ①冬季の長周期のうねりによる

遡上波の影響軽減 

①フェンス前の捨石敷設と覆土

により洗掘等の防護 

浄化槽 ①冬季の長周期のうねりによる

遡上波の影響軽減 

①フェンス前の捨石敷設と覆土

により洗掘等の防護 
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6-2 課題・提言 

中期対策本体工の実施はハリケーン・シーズン前に完了する必要がある。この段階では汀線

は十分な回復に至っていない。したがって、中期対策だけではアンス・ラ・レイ湾海浜の本来

的な性質である浸食海岸に回帰した場合には 30 年確率波等の異常気象による脅威は解消でき

ない。したがって、中期対策に加えて長期対策を実施していく必要がある。 

また、中期対策では防護機能の達成と砂浜環境の一部回復を図っているが、砂浜景観の連続

性は確保できたが、防護機能保持のための捨石工が露出する箇所があるため景観が変化してい

る点が指摘できる。この点は中期対策の環境面へのインパクトであり、引き続き実施がのぞま

れる長期対策で解消すべき課題である。 

 

6-3 結論 

2010 年 10 月に来襲したハリケーン「トーマス」以降、異常気象により 2010 年 11 月までの

例年を上回る（想定を上回る）高波浪が継続したことで、2011年 5月時点で想定以上に海浜後

退が進み、水産施設建物の洗掘や不等沈下が懸念された。「セ」国は何らかの対策が必要であ

ることを認識しているが、同サイトを重要な観光的資源と捉えていることもあり、現状の自然

海浜の形状・景観をできるだけ変更しない方法による対策を望んでいる。 

本調査は 2006年の BD調査実施時の汀線及び後浜幅を維持することで、BD時に想定した水産

施設機能の維持が図れると判断し、短期対策と中期対策で水産施設建物の洗掘や不等沈下の懸

念を解消した。また、当該海岸が侵食海岸であるという本来機能をもとに、ハリケーン「トー

マス」がもたらした河川流下土砂による汀線の回復後の状況を踏まえた長期対策案も提言して

いることから妥当である。 
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【資 料】 

１．調査団員・氏名 

1-1 現地調査時 

 

氏 名 担 当 所 属 

Official Member 

・佐藤 公平 

 

 

・峰 直樹 

 

 

・三国 成晃 

 

・水谷 恭平 

 

総括 

 

 

計画管理 

 

 

 

 

独立行政法人国際協力機構 

資金協力支援部 

実施監理第三課 

課長 

独立行政法人国際協力機構 

資金協力支援部 

実施監理第三課 

セントルシア国水産局 

JICA エキスパート 

JICA セントルシア支所 

支所長 

Consultant Member 

・松浦 榮一 

・加藤 一正 

 

・山本 雄平 

 

・青山 高久 

 

業務主任/港湾土木 

海岸侵食/漂砂解析/環境影響

評価 

自然条件/施工計画/調達計画

/積算 

施工監理 

 

株式会社エコー 

株式会社エコー 

 

株式会社エコー 

 

株式会社エコー 

 

1-2 追加調査時 

 

氏 名 担 当 所 属 

Consultant Member 

・松浦 榮一 

・加藤 一正 

 

業務主任/港湾土木 

海岸侵食/漂砂解析/環境影響

評価 

 

株式会社エコー 

株式会社エコー 
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1-3 SW調査時 

 

氏 名 担 当 所 属 

Official Member 

・井崎 宏 

 

・峰 直樹 

 

 

・三国 成晃 

 

・水谷 恭平 

 

総括 

 

計画管理 

 

 

 

 

独立行政法人国際協力機構 

資金協力支援部 

次長（実施監理担当） 

独立行政法人国際協力機構 

資金協力支援部 

実施監理第三課 

セントルシア国水産局 

JICA エキスパート 

JICA セントルシア支所 

支所長 

Consultant Member 

・松浦 榮一 

 

業務主任/港湾土木 

 

株式会社エコー 

 

1-4 入札支援時（施工監理を含む） 

 

氏 名 担 当 所 属 

Official Member 

・水谷 恭平 

 

・茂木 賢二 

 

・中村 大輔 

 

 

分任官 

 

入札執行官 

 

入札執行官補 

 

独立行政法人国際協力機構 

セントルシア支所 

支所長 

独立行政法人国際協力機構 

ドミニカ共和国事務所 

独立行政法人国際協力機構 

ドミニカ共和国事務所 

Consultant Member 

・松浦 榮一 

・佐瀬 攻 

 

業務主任/港湾土木 

施工監理 

 

株式会社エコー 

株式会社エコー 
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２．調査行程 

2-1 現地調査時 

 

 

 

 

 

日付
JICA団長/協力企画

佐藤/峰

業務実施コンサルタント

（業務主任/港湾土木）

業務実施コンサルタント

（海岸浸食/漂砂解析/　環

境影響評価）

業務実施コンサルタント

（自然条件/施工計画/

調達計画/積算）

業務実施コンサルタント

（施工管理）

9月2日

（金）

9月3日

（土）

1
9月4日

（日）

13:10成田-10:35ダラス(AA176)

13：20ダラス-17：10マイマミ（AA1656）

2
9月5日

（月）

10:45 マイアミ-14:15 ビューフォート(AA2297)

16:00：サイト視察（アンス・ラ・レイ）　　　　　*シ

オン・フェラーリ副局長クラス、テトラ・ポリス職員、

歳原専門家、コンサルタント3名同行

3
9月6日

（火）

9:30：FUスキーム、プロジェクト概要説明会及び　ミ

ニッツ協議*農林水産次官、計画省、公共事業省の代表も

参加

PM：ミニッツ修正、水産局への提出

9:30：FUスキーム、プロジェ

クト概要説明会及び　ミニッ

ツ協議*農林水産次官、計

画省、公共事業省の代表も

参加

再委託契約準備

4
9月7日

（水）

AM：ミニッツ署名等

PM：セントルシア国内の水産施設の視察
現地調査 現地写真収集 現地調査立会

5
9月8日

（木）

AM：アンス・ラ・レイ地区でのサイトミーティング

14:35 ビューフォート- 15：40　アンティグア（LI766）

AM：アンス・ラ・レイ地区での

サイトミーティング

PM：現地調査

現地海浜踏査 現地調査立会

6
9月9日

（金）

AM「アンティグア・バーブーダ国水産開発センター整備

計画」視察

15:25 アンティグア- 18:45 マイアミ(AA1906)

水産局協議 現地海浜踏査 現地調査立会

7
9月10日

（土）

7:30 マイアミ- 9:35 シカゴ(AA643)

13:10 シカゴー
環境社会配慮調査 環境社会配慮調査 現地調査立会

8
9月11日

（日）
ー16:15 成田(AA153)

9
9月12日

（月）
水産局協議 近隣海浜踏査 現地調査立会

10
9月13日

（火）
計画サイト調査 近隣海浜踏査 現地調査立会

11
9月14日

（水）
計画サイト調査 現地写真収集 現地調査立会

12
9月15日

（木）
運営維持管理調査

ビューフォート→マイアミ→

ニューヨーク
現地調査立会

13
9月16日

（金）
運営維持管理調査 ニューヨーク→ 再委託先との協議

14
9月17日

（土）
資料整理 資料整理

15
9月18日

（日）
団内打合せ、資料整理 団内打合せ、資料整理

16
9月19日

（月）
水産局協議 再委託契約

17
9月20日

（火）
水産活動影響確認調査 気象情報収集

18
9月21日

（水）
水産活動影響確認調査 気象情報収集

19
9月22日

（木）
他省庁／関連機関協議 建設資機材調査

20
9月23日

（金）
他省庁／関連機関協議 建設資機材調査

21
9月24日

（土）
他水産施設視察 採石場調査

22
9月25日

（日）
団内打合せ、資料整理 団内打合せ、資料整理 成田→ロス→マイアミ

16
9月26日

（月）
水産局協議 施工会社調査 マイアミ→ビューフォート

17
9月27日

（火）
報告書とりまとめ 施工会社調査 施工監理

18
9月28日

（水）
団内打合せ、資料整理 団内打合せ、資料整理 施工監理、団内打合せ

19
9月29日

（木）

ビューフォート→マイアミ→

ニューヨーク

ビューフォート→マイアミ→

ニューヨーク
施工監理

20
9月30日

（金）
ニューヨーク→ ニューヨーク→ 施工監理

21
10月1日

（土）
成田 成田 施工監理

22
10月2日

（日）
資料整理

16
10月3日

（月）
施工監理

17
10月4日

（火）
施工監理

18
10月5日

（水）
施工監理

19
10月6日

（木）
施工監理

20
10月7日

（金）
施工監理

21
10月8日

（土）
施工監理

22
10月9日

（日）
資料整理

16
10月10日

（月）
施工監理

17
10月11日

（火）
施工監理監理

18
10月12日

（水）

ビューフォート→マイアミ→

ニューヨーク

19
10月13日

（木）
ニューヨーク→

20
10月14日

（金）
成田

成田-ロサンゼルス

ロサンゼルス-マイマミ

マイアミービューフォート

計画サイト視察

計画サイト視察

団内打ち合わせ、資料整理

9:30：FUスキーム、プロジェクト概要説明会及び　ミニッツ

協議*農林水産次官、計画省、公共事業省の代表も参加

PM：現地調査
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2-2 追加調査時 

 

日

順 
月日 

松浦榮一 加藤一正 

業務主任/港湾土木 
海岸侵食/漂砂解析/環境影響

評価 

1 2012/1/18 水 
成田 JL006(11:20)→(10:20)JFK AA2035(14:25)→(17:55)マイア

ミ 

2 2012/1/19 木 
マイアミ AA2297(10:15)→(14:35)セントルシア 

再委託先協議   ＪＩＣＡ事務所・打合せ 

3 2012/1/20 金 水産局協議、 関連機関聞取調査、現地踏査 

4 2012/1/21 土 
関連機関聞取調査（漁民意見） 

短期対策工事現況確認 
現地踏査 

5 2012/1/22 日 現地踏査、調査取纏め 

6 2012/1/23 月 水産局説明・協議 

7 2012/1/24 火 
関連機関聞取調査 

短期対策工事現況確認 
調査取り纏め 

8 2012/1/25 水 
セ ン ト ル シ ア  AA4827(9:40)→(11:33) サ ン フ ァ ン

AA1416(15:50)→(19:05)ニューヨーク 

9 2012/1/26 木 ニューヨーク JL005(12:20)→ 

10 2012/1/27 金 成田(16:35) 
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2-3 SW調査時 

 

日

順 
月日 

松浦榮一 

業務主任/港湾土木 

1 2012/6/30 土 
成田 JL006(11:20)→(10:20)JFK AA2035(14:25)→(17:55)マイ

アミ 

2 2012/7/01 日 
マイアミ AA2297(10:15)→(14:35)セントルシア 

現地踏査 

3 2012/7/02 月 
IT/R説明・協議及び S/W案の説明・協議 

現地踏査 

4 2012/7/03 火 
現地踏査 

S/W調印 

5 2012/7/04 水 DCA 資料提供、業者状況調査 

6 2012/7/05 木 業者状況調査 

7 2012/7/06 金 現地踏査 

8 2012/7/07 土 調査取り纏め 

9 2012/7/08 日 調査取り纏め 

10 2012/7/09 月 開発許可状況確認、現地踏査 

11 2012/7/10 火 開発許可状況確認、現地踏査 

12 2012/7/11 水 開発許可状況確認、JICAセントルシア支所報告 

13 2012/7/12 木 
セントルシア AA4895(7:48)→(09:40)サンファン

AA1416(14:10)→(18:15)ニューヨーク 

14 2012/7/13 金 ニューヨーク JL005(13:25)→ 

15 2012/7/14 土 成田(16:25) 
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2-4 入札支援時 

 

日

数 
月日 内容 

コンサルタント（入札支援） 

松浦榮一（業務主任/港湾土

木） 

1 2012/11/29 木 Invitation / 入札図書配布／質問受け付け  

2 2012/11/30 金 入札図書配布  

3 2012/12/01 土   

4 2012/12/02 日  移動 

5 2012/12/03 月  移動 

6 2012/12/04 火 入札図書質問締め切り 入札支援 

7 2012/12/05 水  入札支援 

8 2012/12/06 木  入札支援 

9 2012/12/07 金 入札図書質問への回答 入札支援 

10 2012/12/08 土  入札支援 

11 2012/12/09 日  入札支援 

12 2012/12/10 月 入札図書質問への回答 入札支援 

13 2012/12/11 火  入札支援 

14 2012/12/12 水  入札支援 

15 2012/12/13 木  入札支援 

16 2012/12/14 金 PQ 審査終了（PQ 合格者は入札会参加資格保

有）） 

入札会（14:00＠水産局会議室） 

入札支援 

17 2012/12/15 土 応札書類精査 入札支援 

18 2012/12/16 日 応札書類精査 入札支援 

19 2012/12/17 月 クラリフィケーション 入札支援 

20 2012/12/18 火 入札評価確定、契約交渉 入札支援 

21 2012/12/19 水 契約交渉、アワード発出 入札支援/移動 

22 2012/12/20 木 契約書作成 移動 

23 2012/12/21 金 契約、着工指示書送付 移動 
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３．関係者（面談者）リスト 

3-1 現地調査時 

 

セントルシア国 

所属 役職 氏名 

農林・土地・森林・水産省 事務次官 Mr.Hubert Emmanuel 

〃 水産局副局長 Mr.Ruhas Jorge 

〃 水産局水産普及員 Mr.Seon Duncan Ferrari 

〃 水産局水産普及員 Ms. Petronila Polius 

〃 
水産局水産開発アドバイザ

ー（JICA 長期専門家） 
歳原隆文 

計画省 主任技師 Mr. Augustin Poyotte 

通信・雇用・運輸・公共事業省 土木技師 Ms.Renata Philogene-Mc Kie 

アンス・ラ・レイ/カナリーズ 

水産生活協同組合

（ALR/CFCCS） 

組合長 Mr.Andrew Collymore 

 

JICA 

所属 役職 氏名 

ドミニカ共和国事務所 次長 山口尚孝 

セントルシア支所 所長 水谷恭平 

〃 ボランティア調整員 菅井章子 
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3-2 追加調査時 

 

Name of attendants Position and Affiliation 

Mr. Hubert Emmanuel 

Permanent Secretary 

Ministry of Agriculture, Land, Forestry and 

Fisheries 

Ms. Sarah N, George 

Chief Fisheries Officer 

Ministry of Agriculture, Land, Forestry and 

Fisheries 

Mr. Augustin Poyotte 
Chief Architect 

Ministry of Physical Development 

Mr. Seon D. Ferrari 
Fisheries Extension Officer 

Fisheries Dept. 

Ms. Petronila Polius 
Fisheries Extension Officer 

Fisheries Dept. 

  

Mr. Nariaki Mikuni JICA Expert 

Mr. Kyouhei Mizutani Director of JICA St. Lucia Office 

    

Mr. Eiichi Matsuura Chief Consultant / ECOH CORPORATION 

Dr. Kazumasa Katoh Consultant /ECOH CORPORATION 
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3-3 SW調査時 

 

Name of attendants Position and Affiliation 

Mr. Hubert Emmanuel 

Permanent Secretary 

Ministry of Agriculture, Food Production, Fisheries and 

Rural Development 

Ms. Sarah N, George 

Chief Fisheries Officer 

Ministry of Agriculture, Food Production, Fisheries and 

Rural Development 

Mr. Augustin Poyotte 
Chief Architect 

Ministry of Physical Development 

Mr. David Desir DCA/ Ministry of Physical Development. 

Ms. Judith Ephraim Ministry of Sustainable Development 

Ms. Petronila Polius 
Fisheries Extension Officer 

Fisheries Dept. 

Ms. Sarita Williams-Peter 
Biologist 

Fisheries Dept. 

Ms. Sherkina Innocent 
Fisheries officer 

Fisheries Dept. 

Ms. Stephia Gusteve 
Fisheries officer 

Fisheries Dept. 

  

Mr. Nariaki Mikuni JICA Expert 

Mr. Kyouhei Mizutani Resident Representative of JICA St. Lucia Office 

Mr. Hiroshi Izaki  Team Leader of S/W mission 

Mr. Naoki Mine Cooperation Planning of S/W mission 

Mr. Eiichi Matsuura Chief Consultant / ECOH CORPORATION 
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3-4 入札支援時 

 

Name of attendants Position and Affiliation 

Mr. Rufus George 

Chief Fisheries Officer 

Ministry of Agriculture, Food Production, Fisheries and 

Rural Development 

Ms. Seon D. Ferrari 
Fisheries Extension Officer 

Fisheries Dept. 

Ms. Sarita Williams-Peter 
Biologist 

Fisheries Dept. 

Mr. Kyouhei Mizutani Resident Representative of JICA St. Lucia Office 

Mr. Kenji Motegi  
Chief Coordinator of Tender/JICA Dominican Republic 

Office 

Mr. Daisuke Nakamura 
Assistant Coordinator of Tender/JICA Dominican Republic 

Office 

Mr. Eiichi Matsuura Chief Consultant / ECOH CORPORATION 
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４．討議議事録（M/D) 

4-1 討議議事録（調査開始時） 
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4-2 討議議事録（S/W時） 
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